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令和５年第10回島田市教育委員会定例会会議録 

日 時 令和５年10月26日(木)午後２時03分～午後４時02分 

会 場 市役所本庁舎 大会議室西(３階) 

出席者 山中史章教育長、髙杉陽子委員、原喜恵子委員 

磯貝隆啓委員、森下真琴委員 

欠席者  

傍聴人 ０人 

説明のための出席者 小松原教育部長、鈴木教育総務課長、高木教育総務課参事、中村主席指

導主事、矢部学校給食課長、清水社会教育課長、浅岡スポーツ振興課長、 

静賀図書館課長、佐藤文化振興課長、松下博物館課長 

会期及び会議時間 令和５年10月26日(木)午後２時03分～午後４時02分 

  

会議録署名人 森下委員、磯貝委員 

  

教育部長報告  

  

事務事業報告 教育総務課長、主席指導主事、学校給食課長、社会教育課長、 

スポーツ振興課長、図書館課長 

連携報告 文化振興課長、博物館課長 

 

付議事項 (1)押印を求める手続きの見直しに伴う関係規則の整理に関する規則

の制定について 

(2)島田第三小学校区関係自治会から提出された陳情書の回答につい

て 

協議事項 (1) 島田市青少年問題協議会条例を廃止する条例について 

 

協議事項の集約  

 

報告事項 (1)令和５年９月分の寄附受納について 

(2)令和５年９月分の生徒指導について 

(3)指定管理者の指定について 

会議日程について ・次回 令和５年第11回島田市教育委員会定例会 

  令和５年11月30日(木)午後２時～ 

  市役所庁舎 第２委員会室 

・次々回 令和５年第12回島田市教育委員会定例会 

  令和５年12月28日(木)午後２時～ 

  市役所庁舎 第２員会室 
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 開  会   午後４時02分 

  

教育長 皆さん、こんにちは。 

それでは、ただいまから会議進行上のお願いをいたします。 

まず、発言は全員着席にて行ってください。 

発言する場合は、指名された方以外は、委員名、職名を告げて、発言

許可を取ってから発言してください。 

付議事項、議案につきましては、１件ごと採決いたします。 

それでは、ただいまから令和５年第10回教育委員会定例会を開催い

たします。よろしくお願いいたします。 

各委員 お願いします。 

教育長 会期は、本日10月26日の１日とします。 

なお、会議録署名人につきましては、森下委員と磯貝委員にお願いい

たします。 

  

 議 事 

  

 部長報告 

  

教育長 それでは、教育部長から報告がありましたらお願いいたします。 

教育部長、どうぞ。 

教育部長 私からは、先の島田市議会９月定例会で行われました一般質問につ

いて、教育委員会に関する質問がございましたので、その件につきまし

て、報告いただきます。 

資料は４ページ以降になります。 

それでは、発言順になっておりますが、最初に桜井洋子議員からの質

問でございました。通告の質問内容、それから教育長からの答弁という

ことにつきましては、こちらの資料に書いてあるとおりでございます。 

私からは、その後再質問について、概要を説明させていただきます。 

まず、桜井委員からは、学校給食の地産地消の推進についてという観

点からの御質問でございました。 

まず１つ目が、品目ごとに地元産の使用率が低いものがあるという

ことについて、どういったことかというような御質問がございました。 

これについては、可能な限り地元産を使用していますという立場か

ら、品目ごとに使用率が上がらない理由を説明してあります。 

全体的な理由としましては、まずは必要な量を安定的に供給できる

生産者がなかなかいないというところ。不作のためにその年に限って

利用量が少なかったというもの。物によっては収穫時期が限られてい

て、結果的に率としては上がらないというもの。限られた時間内で調理

しなければならないということから、例えば皮むきなどの加工をして
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納入してもらわなければならないというような制約のあるもの、そう

いったものに対応できる生産者や流通業者が市内にいないというよう

なこと。キウイフルーツなどはアレルギー対応という関係で、品目から

除外したというようなこと。時間的な関係で、果物の中では、加工に時

間を要してしまうため、どうしても敬遠せざるを得ないといったよう

な内容がありますということを、具体的には説明させていただきまし

た。 

次に、地産地消を推進するためには、生産者の育成が必要ではないか

という視点から質問を展開していただきました。 

こちらでは、生産者の経営基盤と生産者団体等の流通体制、こちらの

強化が最も重要な課題であるという立場から答弁をさせていただいて

おります。 

学校給食地産地消推進連絡会に参画している生産者の皆さんは、地

域の中心的存在であって、その数は2021年以降、大体20件程度で推移し

ている現状を説明させていただきました。 

その次に、調理場の大規模化が影響して、なかなか地場産品を使えな

いのではないかというような視点での御質問をいただきました。 

島田市の産業として、必要な量を生産して導入できるよう、農業経営

基盤を強化していただきたいという立場から、答弁をさせていただい

ております。 

具体的なアイデアとしては、幾つかの生産者が集まってグループで

納入できる体制を作ることなどが有効な方策と言われていますという

こと。そうしたことをつないでいくというのは、生産者団体が中心にな

ってやっていただくことになるので、そちらにお願いするところが大

きいと考えていますというような内容を答弁させていただいておりま

す。 

それから有機農産物の導入を、これからさらに促進していってもら

いたいということについての質問をいただきました。 

これはもう地産地消と同じことになってしまうのですが、安心で安

全な給食を届けるという意味では、有機農産物を取り入れるというこ

とについては、意義のあることでありますというそういった前提のも

とでありますが、こちらにつきましても必要な量を生産し、それを納入

できるよう農業経営基盤を強化していただきたいと、そういった環境

整備が必要であるという立場から答弁をさせていただきました。 

実際には市内に有機米を生産されている生産者の方がいらっしゃる

んですが、その方が作ったお米というのは、全て販売先が決まってしま

っていて、学校給食に回す分の確保が難しいと言われているというこ

と。 

それから、それ以外の品目で言いますと、時間との闘いということも

あるため、規格が揃ったものを安定的に調達できるかどうかというと
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ころも、大きなポイントになっているということ。 

いずれにしても有機農産物を、商業ベースで生産できる生産者の方

に育っていただく、そうしたことがなかなか条件として揃わないと、農

産物を安定的に使っていくといううえで必要ですというところを説明

させていただきました。 

この件に続いての最後には、食育の推進として、生産者の顔が見える

取組がとてもいいことでやっていただいてるというふうな立場から御

質問をいただいております。 

実際の島田市の取組を紹介させていただきました。具体的には、生産

者が学校を訪問して、農産物の説明ですとか、作業体験こういったこと

を行うことで学習の機会としているということ。それから、生産者を紹

介する動画を作成して、これをホームページで保護者でも見ていただ

けるこういった環境を作っているといったところを説明させていただ

きました。 

次に、大きなテーマとしまして、学校給食費の無償化についてという

ところで、再質問をいただいております。 

最初に、給食費を払うことが困難な家庭の対応についての状況につ

いて質問をいただきました。 

給食費の未納世帯のまずは対応状況がどうなのかということで、未

納世帯の把握方法と対応について説明させていただいております。 

次に、子供の貧困が増えていると言われている中で、就学援助制度が

十分に知らされていないのではないかといった質問をいただいており

ます。 

島田市としては、進学のタイミングこういったところを捉えて、主に

様々な学校それから様々な学校行事の場面で、説明していますという

こと。それからそれに加えて広報やホームページ、ＦＭ島田でも広く周

知を図っていますというところ。 

それから、年度途中で家計が苦しくなって、給食費がなかなか払いに

くくなったというようなときにはどうするかということでございまし

たが、それについては担当の教師が１人で対応するのではなく、組織的

に対応しているということでありますので、場面場面によってより詳

しい説明を交えて、それぞれの御家庭にお知らせできるような体制を

整えていますというようなところで、説明させていただいております。 

桜井議員の趣旨としては、給食費の無償化というところを進めても

らいたいという立場でございました。 

答弁としましては、他の自治体でそういった無償化の事例が増えて

いるということも踏まえて、答弁では学校給食法で給食費は保護者負

担という規定になっているという答弁をしているんですが、それでも

なお給食費を無償化にできないか、それはほかの自治体でもそういっ

た事例があるので、その規定を捉えて給食費を無償化にできない理由
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にはならないのではないかという立場から、これは市長への見解を尋

ねられました。 

市長が答えた内容としましては、まず、学校給食法で定めた規定とい

うのは、保護者に応分の負担を求めるという理念を示しているもので

はないかと思っているというところ。それから、経済的な困難を抱える

御家庭には、就学援助費あるいは生活保護費の中で、援助される制度と

なっていますということ。 

それから、もう１つは、限りある市の財源を投入すべき優先順序とし

て、ほかにも重要な教育的な施策課題がある、そういった中で判断して

いますというところ、重要な教育的施策課題と具体的なものとしまし

ては、まずは子供たちに寄り添う学校支援やスクールソーシャルワー

カーの配置、それからＧＩＧＡスクール構想を推進するための機器の

充実、あるいは主体性を育む多様な学びの環境の創造と、こういった多

くの教育的施策課題がある中で優先順位をつけて、施策として展開し

ているといったところを説明しております。 

あと、それから学校給食などは、地域間格差につながる自治体間競争

をあおるようなものであってはならなくて、どこの市が無償にしたと

かという、そういった競争をあおるようなものであってはならない、こ

れはそもそもやるなら国がやるべきものだということを強く思ってい

ますというところを、市長は言われております。 

それから、学校給食の無償化というのは、同様にそもそも全国の児童

生徒が普遍的に享受すべきものであるということ。だから国が施策と

して行うべきである。各市町がバラバラに取り組むべきではないとい

った趣旨の答弁をされております。 

もう１つ、教育長の最初の答弁の中に、無償化について今のところ考

えてないという答弁をしたのですが、今のところ考えてないとはどう

いうことかというその真意を伺うということでした。それにつきまし

ては、まずこども家庭庁から出された子育て支援加速化プランの中で、

学校給食費の無償化に向けた課題の整理ということが、１つ掲げられ

ております。 

それに続いた形で、こども未来戦略会議というところでは、全国ベー

スの学校給食の実態調査を行い、今後無償化に向けた具体的方策を検

討するとされておりますので、こうした国の動きを踏まえて、最初の答

弁という形でありましたという、そういった内容の説明をさせていた

だきました。 

最後のまとめとしましては、国の教育費としての予算編成が少ない

というところで、今後引き続いてそういったところにお金をかけても

らうように、国に働きかけて欲しいというところで、要望という形で桜

井議員はまとめをされました。そういったところでございます。 

続きまして資料の５ページになりますが、大関議員の質問になりま
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す。 

内容としましては、社会的孤立への対応ということです。それによる

様々な課題があるので、内容としてはある部署が単独で関わるのでは

なくて、各部署で連携して支援体制を強化していく必要があるのでは

ないかと、そういった立場で質問を展開されました。 

大きな再質問としましては、教育委員会に係るものとしましては、ひ

きこもり支援についておおむね40歳を境にして、福祉課なのか社会教

育課の青少年係になるのかといったところで、所管する課が分かれて

いるが、そういった形で突然担当の部署が変わるということではない

ですよね。このあたりの持分は今後どういうふうに変化していきます

かというようなことで、再質問をされました 

これは法律とか制度が、来年度以降少し変わりますが、島田市はこれ

までそういったことに対応できるような体制でやってきたという立場

で、青少年期から青年期においては、本人の成長、家族との関係性など

複数の生活上の課題を抱えている状況が多いので、現在でも関係部署

や社会福祉協議会などと連携を図っていますということ。 

それから、今のこの国の動きは、それぞれの自治体の支援体制を強化

していくということで、介護ですとか、障害、子供関係、貧困、それぞ

れの支援の一体的な実施を促進していこうというふうに、国は動いて

いますというところで、それを受けて島田市では、現在の体制を基盤と

して、これをさらにそれぞれの相互の連携を強化するために、来年度か

ら今の子育て応援課を中心とした形でこども家庭センターを設置し

て、組織的な体制強化に取り組んでいきますというところを説明させ

ていただきました。 

大関議員の御質問のまとめとしましては、地域というのは、ただ自治

体、行政機関というだけではなくて、まちづくりですとか、商工、それ

から福祉分野では子供食堂のようなそういったことも全て地域という

ことで考えていると。将来的には包括支援センターといったところが

中心になって、大半の困り事をそこで完結できるような体制を目指し

ていただきたいとそういった御意見をいただいて、まとめとしていた

だきました。 

次に、２日目、令和５年９月８日になりますが、６ページを御覧くだ

さい。青山議員の質問になります。 

循環型社会の関係で、有機農業の推進についての再質問がありまし

た。 

主には、市内の有機農業の推進という中でありますが、その中で１

点、学校給食のお米に有機米を採用できないかといった御質問をいた

だきました。 

これは桜井議員のときにお答えしたのと同様の趣旨で、供給面、価格

面などの条件が揃えばそれも選択肢になりますけど、今のところは市
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内では必要な量が供給できる体制にないといったところで説明をさせ

ていただきました。 

続きまして７ページになります。大村議員です。 

こちらの質問は学校の統廃合の意見と、それから指定管理者制度に

ついての通告がありました。 

指定管理制度そのものについては、行政経営部で全体像としてお答

えをしておりますが、特に今回、質問の展開としましては、野外活動セ

ンター山の家の管理運営について、詳しく聞きたいという展開になり

ましたので、そちらの質問の内容について、報告させていただきます。 

まず、指定管理制度の中でうたわれている適切な管理形態、それはど

のように具体的に検討されるのかというようなことでございました。 

これは指定管理制度と実際の現場との関係にございますので、両方

に関わることでありますが、山の家ということでございましたので、教

育委員会で答えております。 

答弁の内容としましては、山の家の主な設置目的が、これまで生涯学

習の推進というふうにうたわれていたのですが、ここのところの目的

が改正されまして、余暇活動の充実を図るということに変わっていま

す。そうした目的を達成するため、施設全体の付加価値を高めてお客様

の満足度を向上させるような管理形態が望ましいと考えていますとい

うことをお答えさせていただきました。そうしたお客様の満足度を上

げることで、交流人口、関係人口を増加させ、地域の活性化にもつなが

るものと考えています。 

山の家の立地条件、施設面での特徴を最大限に生かして魅力をさら

に高めていく。そういうことのために民間のノウハウやアイデアを生

かす余地があるのではないかといったところで、指定管理制度をこの

山の家に導入して、管理していくことがこの山の家の管理形態として

最適であると考えましたというところで、説明させていただいており

ます。 

次に、では現時点での具体的な取組は指定管理制度が始まってどう

なっているのかという御質問をいただいております。 

ただ１年目でございますので、まずは円滑な運営に努めて経営を軌

道に乗せることを主眼に置いています。それから次に施設の利用状況、

これにつきましては、コロナ禍前の水準に戻りつつあります。そういっ

たことを説明させていただいております。 

１つの動きとしましては、自主事業としてセンターハウスホール内

でキャンプ用品などの展示販売ということを始めているといったとこ

ろですので、今やっている具体的な事業としてはそこまでですが、今後

の計画としましては、季節に合わせた体験教室ですとかイベントを企

画しております。 

指定管理料が、「山の家」と「ささま」、それで増額されておりますが、
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その理由としましては、ほとんどが水道光熱費の高騰分。それから、人

件費の増に充てられていますといったところでお答えさせていただい

ております。 

その次に、それを受けてという形になりますが、事業者が掲げた事業

計画の取組状況についての質問がございました。 

具体的な例としまして、先ほど申し上げたキャンプ用品の展示販売、

それだけでありますが、準備を進めている具体的なものとしまして、サ

ウナ施設の設置を計画というところで、今同じ事業者が川根本町の「も

りのいずみ」も指定管理で行っておりまして、ここに先行してサウナ施

設を設置していこうという計画をしております。その実績を踏まえて、

山の家にも同様にサウナ施設を入れていきたいと考えていますという

ところ。 

それからもう１つが、どうしても山の家では、冬場の利用客数が少な

いという課題がある中で、冬場に向けての新たな取組としての各種イ

ベントを企画しているとそういったところを説明、報告させていただ

きました。 

その後ですが、指定管理者選定のときの話ということに少し戻りま

して、そのときのプレゼンテーションでは、クラウドファンディングを

活用してサウナを設置するということであったのだけれども、クラウ

ドファンディングでやっていくのか、そういった事業計画はどういう

ふうに評価しているのかといったような趣旨の御質問でありました。

ただクラウドファンディング自体は、提案の中には確かに書かれてお

りますし、そういった説明をされておりますが、それ自体は施設の活性

化とか地域の活性化、そういった戦略のプランの１つであって、いわゆ

る手段としては捉えています。ということで、このクラウドファンディ

ングをやること自体を目的とは考えていませんというような趣旨で、

お答えをさせてもらいました。 

それを受けてということになりますが、最後の指定管理制度に関す

る質問のまとめとしまして、大村議員からは、この新たなクラウドファ

ンディングというところの魅力をどう捉えたかということで、そのあ

たりが逆に少し不審に思っていたということでした。これはあくまで

も望みであってそういうのが提案されて、それを基にそういう評価を

したというところであったので、今のクラウドファンディングありき

ではないような、こういった状況は余計に不信感を抱く形になりまし

たということを言われました。これは質問ではないのですけど感想で

すので、聞き流していただければという趣旨で最後にまとめをされま

した。 

次に、北部４小学校の統合についての質問に移りました。 

跡地利用につきましては、神座と伊久美地区の地元への説明状況に

ついて確認をされた後、伊久美小学校の跡地利用の優先交渉権者の動
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向等について、主に確認する内容となりました。 

最初に伊久美小学校の優先交渉権者と地域の方々との具体的な協議

ですとか交流状況、それから問題点等は何か把握しているのかとそう

いったところを質問されました。 

それに対しまして、優先交渉権者による地域への説明会、こちらの開

催状況を説明しました。その中では、地域の行事への積極的な参加です

とかそういったことで、信頼関係を築く取組をしてくれていますとい

った内容を御紹介させていただいております。 

問題点としましては、伊久美地区に多くの人が訪れるようになると、

自動車が増加するのではないか、あるいはキャンプ場で夜間の騒音な

どを心配するというような声をいただいていますということを申し上

げました。 

これにつきましては、この事業が会員制であるため、利用者の数は限

定的になるということ。それから加えてソロキャンプ協会の理事がこ

の経営に関わっておりますので、そちらからマナーの啓発を行ってい

くといったこと。場合によっては、一部会場を別の場所に設けるなど対

策をいろいろ検討していてくれるといったところを説明させていただ

いております。 

次に、この最初優先交渉権者が掲げていた取組の事項と少し違った

方向に運営形態が進んでいるような感じがする。当局の見解はどうか

というような御質問をいただきました。 

それに対しましては、会員制のアウトドア体験施設をメインにして

様々な事業展開をしていくと、地元の方とも協力していくといったも

のが、最初に掲げられていた内容でございます。 

そういったことから基本的には、プロポーザルの時点と変わってい

ないというふうにこちらとしては考えていますということで、そうい

った中で、会員向けのオプションメニューを少しずつ増やしていく検

討されているというのが、今の状況ですというふうに説明をさしてい

ただきました。 

次に、この取組の中で教育に関する取組、こういった方向性を持って

いるような話を聞いたんだけど、伊久美小学校は学校統廃合という状

況になっているので、教育に関する取組をまたそこでさらにやること

は、可能なのかという趣旨の質問をいただきました。 

当初示されている事業目的等を大きく逸脱するようなものであれば

これは問題があります。しかし、あくまで会員制で行うということにつ

いては、今のところ流れは変わっていないということで。自然観察です

とか、動植物との触れ合い、こういったことが結果的には教育的効果を

期待されるというふうには捉えており、あくまで会員向けのサービス

の一環、メニューであるということで、これをもって事業目的を逸脱す

るような教育内容的な活動であるというふうには認識していませんと
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いうところで説明をさせていただいております。 

あとは優先交渉権者との契約までのスケジュールについて、御質問

いただきましたので、今年度中の契約を目指していると対応を説明さ

していただきました。 

統合に伴って、子供たちが不登校になってしまうのではないかとい

う懸念を抱いているというところについての御質問をいただいており

ます。 

統合後、教職員の配置やクラス編成の配慮については、どうなってい

ますかということですので、こちらは教育長から、北部の４小学校に勤

務している教職員の一部を第一小学校に配置する予定です。それから、

スクールソーシャルワーカーや学校教育支援員の配置についても留意

します。それから、クラス編成においても児童の割合を配慮していきま

すといったところを答弁しております。 

過去に学校統合があったときの状況については、どうだったのかと

いう御質問につきましては、令和２年度から令和４年度までの比較で、

それぞれ状況を説明させていただいております。 

こちらも教育長から、不登校または保健室登校になった理由のうち、

中学校での割合が低くて、小学校での割合が高いのは学業不振が目立

った。反対に中学校での割合が高くて、小学校の割合が低いというの

は、入学ですとか進学時の不適応というのが挙げられていますという

ところで、それから全体に対する不登校、児童生徒の割合でいうと小学

校が1.4％、中学校が5.7％になっている。こういったデータを示して、

必ずしも、特に小学校については、統合がそのまま不登校の原因に直結

するものとは言い切れないといった趣旨の答弁をさせていただいてお

ります。 

最後に、今回の学校統合において、そうは言っても万全のケアをお願

いしたいというというお話をいただきましたので、こちらも教育長か

ら、北部の小学校からこれは島田第一中学校に進学した例ですが、その

お子さんはいろいろな役員に立候補するそういった形で、みんなのリ

ーダーとして活躍したいという意思を示しているそういった生徒さん

もいました。大きな集団の中で一生懸命頑張ろうとしている子供たち

もいるということを、ご紹介いただきました。 

そしてその上で不登校の要因については、いろいろ複合的なものが

ありますので、子供たち一人一人に寄り添って、安心して学習や生活が

できるように、引き続き配慮に努めていきますといった趣旨を答弁し

てございます。 

最後に、村田議員の質問になります。 

こちらは中学校の部活動の地域移行に関する質問でございます。個

別の再質問に入る前に、合同部活動の状況についての説明ということ

で、合同部活動を実際に今やっている現状について説明をさせていた
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だきました。 

それを受けてということで、地域移行を検討している実際には部活

は、どのようなものがあるかということで御質問いただきましたが、こ

れは基本的には現在の中学校の部活動を基本に検討させていただくと

いうことで、ただしこれは事務局でそう考えているレベルであります

ので、具体的にはまだ決まっていません。全てその大前提の中で、お答

えさせていただいております。 

あとは全国ですとか、中体連の大会の参加についての質問はありま

した。これについては参加要件が緩和されつつあるといった内容の答

弁をさせていただいております。 

次に、地域移行後の学校との連携はどういうふうに考えているのか

ということでございます。 

こちらにつきましては、教育長から、まず１つは学校の施設利用につ

きましては、公共施設等も考えながら利用できるかどうかというとこ

ろの対応を考えていきたいというところ。それから教員との関係につ

いては、希望があれば教員も地域クラブ活動に参加できる仕組み、こう

いったものを考えていますというところを答弁しております。 

ガイドラインについてという質問がございました。その中で部活動

の教育的意義を継承、発展させ、新しい価値が創出されるようにするこ

とが重要とありますが、これはどのような趣旨なのかというところで

質問ございましたので、こちらも教育長から答弁いたしました。部活動

が大きな人生の糧となり、頑張ってきたという証になっている人もい

ます。子供たちにとっても部活動が目標達成の１つになっているとい

う生徒もいます。そういったところを考えると生徒のスポーツ及び文

化芸術活動の機会が失われてしまっては困るので、生涯にわたってス

ポーツや文化芸術活動に親しむための基盤を作ることが必要だと考え

ています。そうしたことのために持続可能で新たな地域クラブの体制

作りが重要であるという趣旨であると捉えていますという内容で答弁

をしてございます。 

次に、では地域移行に当たって、その実施主体について、どうなるの

かというようなことで再質問いただきました。 

そういった新たな地域クラブ活動連絡協議会に対する概要ですと

か、体制についての質問をいただきましたので、現在の体制について、

それから考えられる形態について、こういったところについて、こちら

も教育長から答弁をしております。 

次に、地域移行に伴う経費負担についての説明、これは内容としまし

ては、保護者への啓発ですとか理解促進をどのように図っていくのか

ということでございますので、既に合同部活動を行っている部活につ

いては、既に説明会を実施しております。今後については、今、中学校

に通っている生徒の保護者だけではなく、これから中学校に進学する
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小学校の保護者にも、説明をしていきたいというような内容で説明さ

せていただきました。周知体制はそうなんですが、さらに新しく決まっ

たことについては、広くこれからもお知らせをしていきたいというこ

とであります。 

実際の経費負担の水準については、これはあくまで受益者負担に基

本になりますが、どの程度の水準にすべきかにつきましては、慎重に見

極めていかなければならない大きな課題であると考えているという内

容の答弁も加えさせていただいております。 

あとは学校施設の利用料をどうなっていくのかということでありま

すが、こちらについては減免規定を見直して、同様の扱いができるよう

これは考えていきますということです。 

もう１つは学校以外の施設、こういったところにつきましても、ほか

の利用者様と公平性を踏まえなければいけないんですが、学校教育サ

イドと調整を進めていくという趣旨の説明をさせていただいておりま

す。 

あと、今後の部活動の地域移行の進め方についての御質問がありま

した。 

地域移行について主なアンケートを取っているんですが、そのアン

ケート結果について御質問がいただきましたので、これも教育長から

アンケートの内容については、概要を説明させていただいております。 

それにおきましては、この地域移行というのは、いつどこでこの方針

は、決められていくのかという内容の説明をいただきました。 

国のガイドラインが、当初から少し変わりまして、地域移行の達成目

標というのは、特に設定せず、地域の実情に合わせて可能な限り早い時

期に実現を目指すというふうにされました。県の方針としまして、令和

５年度から７年度までの間に、意見交換を行うための関係者による協

議会を設置するというふうになりました。 

こういったことを受けまして、島田市では一律に移行期限を定めて、

地域クラブ化を進めるのではなくて、地域や各団体の実情に応じて段

階的にできるところからグラフ化を進めていくこと。ただ時期としま

しては、令和９年度の夏以降を目標に、休日の部活動について条件が整

った団体から、順次地域クラブに移行できるよう協議を進めていきた

いとそういったことで、今やっていますという答弁をしております。 

もう１つ、市としてはこの方針についての考え方ですが、市としては

令和４年８月に、学校部活動を地域に移行していくことを前提に検討

を進めるという方針を既に定めております。 

それ以上の地域について、いつまでにという期限を一方的に示すと

いうことは、地元関係者への過大なプレッシャーになってしまうので

はないかという思いもありまして、あえてあまりきっちりした期限を

決めたくはないと考えていますというところも、補足的に説明させて
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いただきました。 

まずは生徒を受け入れていただく団体が、どうしたら持続可能な地

域クラブを設置し運営していけるか協議を重ねていきます。そういっ

た趣旨の説明をさせていただきました。 

もう１つがこのガイドラインの関係につきまして、市としてガイド

ラインは策定しないのかという質問がございましたが、基本的には国

や県のガイドラインに準じていくということで検討を進めていくこと

になるというふうに考えているということ。 

それから、もし島田市独自のガイドラインを作る場合には、最初から

こういう枠組みというものはなかなか難しくて、実態を見ながらとい

うことになるので、連絡協議会の動きですとかそういったところで出

された意見等を踏まえて、この動きと同時進行のような形でガイドラ

インにまとめていくほうが、実効性のあるものになるのではないかと

いった趣旨で説明をさせていただきました。 

最後に、村田委員からのまとめの意見ということでいただきました。

掛川市の例を出されまして、掛川市では文化部活動の地域移行に関す

る実践研究モデル市となっておりまして、2021年度から地域移行に向

けた体制整備が進められています。2023年１月の総合教育会議で学校

部活動廃止し、2026年夏までに地域クラブの完全移行を目指すとして

おりまして、既にスポーツから文化まで市が公認した18の地域クラブ

が設立され活動しているという報道もあると。そういった事例も参考

にしていただきたということをおっしゃられました。 

これらをこうした検討を進める中で、以下に述べる意見を反映して

いただければ、うれしく思いますということで、４つ挙げていただきま

した。 

まず１つ目が、部活動の地域移行の目的や趣旨について、関係者、地

域市民及び保護者の共通理解が得られるよう、広報、周知に努めていた

だきたい。 

２つ目に、部活動の地域移行に伴い必要となるルールについて、早期

に具体化するとともに、今後の進め方、スケジュール、内容等について、

市のガイドラインを示していただきたい。 

３つ目に、家庭の経済的な格差によって活動、経験の格差が生じない

よう、保護者負担に配慮するとともに、移行期における財政、広報の支

援措置など、事業の公益性を踏まえた行政の役割を具体化していただ

きたい。 

４つ目としまして、地域部活は地域における公益的な活動という性

格が増すと思いますので、自治会活動や自治会組織との協力連携を図

っていくと考えます。 

今後こうしたことを踏まえ、今後の検討を注視するとともに、開かれ

た教育行政に努められるよう意見としますというところで、最後にま
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とめとしてされております。 

以上、市議会９月定例会での一般質問の概要ということになります。

以上です。 

教育長 どうもありがとうございました。教育部長報告が終わりました。委員

の皆様から何か質問がありましたらお願いいたします。 

Ｂ委員 これは質問ではないのですが、感想です。４ページの学校給食の件の

ところですけれども、学校給食に参加させてもらって、子供たちと食べ

たときに感じたことですが、これは前回もお話させていただいたこと

なのですけれども、残食ですね。食べ残しがすごく多いです。私が行っ

たのは、ある小学校の５年生だったのですけれども、３分の１ぐらい御

飯が残りました。本当にもったいないなと思っていたのですけれども。

そのクラスの中でいつも給食を食べないっていう子が、実はいてです

ね、ほとんど食べない。自分の好きなものだけ食べるという子がいたの

で、後でちょっと聞いてみました。そうしたら、その子はお腹がすくけ

れども、別に家に帰ってお菓子を食べりゃいいよっていう、そういう話

が。びっくりしたんですけども、今の世の中というのは、やっぱりそう

いうことなのかなっていうこともちょっと感じたりしました。 

ただ、残食のことについては、児童生徒に無理やり食べさせるという

ことがちょっといけないことだと、そういう認識は十分ありますけれ

ども、やっぱりフードロスの観点から、何らかの施策というですかね、

現場で取れることは少ないとは思うんですけども、そういうことを考

えていただいたらありがたいなってことを希望しました。 

教育長 今のことについて、何かありますか。 

学校給食課長、どうぞ。 

学校給食課長 残食率はなかなか下がっておりません。コロナ禍のときには、前回も

ちょっとお話をさせていただきたいのですが、おかわりができない。人

の使ったお玉とかでよそっているというところで、おかわりが禁止と

いうようなところがあったのですけれども。コロナが落ち着いてから

おかわりはだんだんとできるようになっております。 

学校給食課や調理センターで原因の究明について、検討はしている

ところではあります。 

教育長 そのほか、学校教育課どうぞ。 

主席指導主事 確かに、無理に食べさせるという指導はしておりませんが、なぜそれ

を食べるとよいか、それを食べるとどういうよいことがあるかという

ところから、子供たちに食育の観点から指導して、これを食べると良い

ことがあるんだという思いを持たせることも大切かと思いますので、

そういった指導も行っていきたいと思っております。 

教育長 よろしいでしょうか。 

Ｂ委員 ありがとうございました。残食率の問題はすごく難しい話なので、私
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の希望として発言させていただきました。 

もう１点、よろしいでしょうか。その次の６ページに書いてあるので

すけれども、大関議員のところなのですが、ひきこもりの件です。 

近所にお母さん80歳で息子さんが50歳くらいの人がいまして、50歳

の方は男性でひきこもりの方です。今の生計はお母さんがもらってい

る年金で食べている状況らしいのですけれど。この間、たまたま近所の

お母さんと話をしたら、やっぱり市役所でもいろんな相談もあるから

っていう話をしたのですけども、そういうことはやめてくれと。そんな

深刻な問題とは考えてないんですね。でも、もうこれは時間が経てば、

そういう問題が顕在化するのは当たり前なので、ここに書かれている

ように、本人があまり認識していないとか、あるいは巻き込み状態なっ

ているその本人自体もほとんど話ができないものですから、自分のテ

リトリーに入ってこられるのは抵抗があるとかという、そういう方だ

と思うのですけれども。そのとおりだと思います。なかなか難しい問題

だとは思いますが、これからも辛抱強くやっていただければ、ありがた

いなというふうに思いました。これは感想です。 

教育長 よろしいですか。 

Ｂ委員 はい、よろしくお願いいたします。 

教育長 では、そのほかの委員の方、御質問等ありますでしょうか。 

Ａ委員 ４ページの給食の地場産品のところで、島田市産で低いものの話が

出てきたんですが。反対に、例えば島田市で、島田市産の物が高い比率

で使われている品目、例えばどんなものがあるか、その中でも長年使用

されている物とか、最近変化がある物とか、もし分かれば教えてくださ

い。 

学校給食課長 島田産の使用率が高いものとしましては、アスパラガス、枝豆、ブロ

ッコリー、レタス生椎茸、ハラビタタケ、茶葉、こういったものが100%

島田産を使っています。そのほか、比較的高いものを言いますと、例え

ば小松菜、が95％。あとチンゲンサイが76％。葉ネギは99％が島田産。

以上、高いものとしては、この辺のものが島田産を使っているものとい

うところです。 

教育長 よろしいですか。 

Ａ委員 はい、どうもありがとうございます。たくさん島田で採れる野菜があ

っていいなと思いました。ありがとうございます。 

教育長 そのほかの委員皆さんから、ありますでしょうか。よろしいですか。 

Ａ委員 ７ページの北部４小学校と第一小学校の統合のところで、先ほども

クラス編成などに配慮していきますという話があったんですが。例え

ば１学年１桁の学校が、北部４小にはたくさんあって、その子供たちの

クラス分けなどが、例えば皆同じクラスにしようとか、何かそういうよ

うな配慮があるのでしょうか、教えてください。 



-16- 

主席指導主事 まだ確定はしていなくて、これから決めていくことですけども。少な

くとも、例えば伊久美小学校から１人の子がそのクラスになってしま

うとか、そういったような寂しい思いをするようなクラス編成にはな

らないような配慮をしていきたいと考えております。 

Ａ委員 ありがとうございます。 

教育長 そのほかの委員の方は、よろしいでしょうか。それでは、ないようで

すので次に移ります。 

  

 事務事業報告 

  

教育長 それでは、事務事業報告について補足説明のある課は、説明をお願い

いたします。 

教育総務課長どうぞ。 

 

教育総務課長 

【教育総務課報告】 

それでは12ページを御覧ください。 

まず、実施からですが、10月４日、それから10月６日に教育委員会に

関する事務の点検評価に係る外部評価委員会が開かれています。この

２日間で、教育委員会内の各課の外部評価委員との面談が終了してお

ります。 

それから、それに関係する予定ですが、11月17日、第３回がございま

す。これは教育委員の皆さんと外部評価委員との面談という形になり

ます。 

それから、実施に戻っていただきまして、10月21日から22日、伊久美

小学校の跡地利活用の優先交渉権者によるキャンプの実地検証が行わ

れました。 

これにつきましては、実際に活動していくに当たりまして、静岡ソロ

キャンプのメンバーの中から抽出をされた８名程度の方々が、時期に

よっての風向きにより、キャンプの煙が実際にその周辺に与える影響、

それと利用の形態を具体的にどういった形でやっていくのがよいのだ

ろうかというような実地の検証をしたところです。 

予定で同様のものが、11月18日から19日で計画をされていますが、こ

れについては、第１回が終了したところで、延期又は中止という形で考

えている旨の連絡が来ていますので、御報告申し上げます。 

以上です。 

教育長 教育総務課参事、どうぞ。 

教 育 総 務 課 参 事 私からは、12ページの実施の10月24日、一昨日ですが島田第一小学校

の改築された校舎及び屋内運動場に、市長、副市長、教育長、教育部長

に来ていただきまして、現場を見ていただきました。進捗率は90％を超

えているのですが、内装工事が施工途中の場所が少しありましたが、各
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部屋を案内することができました。 

予定ですが、11月８日、こちらは市議会議員20人を対象として同じよ

うな内覧会を行う予定でいます。 

予定には記載されてませんが、教育委員会の皆様は11月30日ですが、

教育委員会定例会の終了後、御案内させていただきたいというふうに

しております。現在では完成した校舎、屋内運動場を御案内できると思

います。 

以上です。 

教育長 ありがとうございました。教育総務課からの補足説明が終わりまし

た。ほかに補足説明がある課はお願いいたします。 

学校教育課主席指導主事、どうぞ。 

 

主席指導主事 

【学校教育課報告】 

追記をお願いいたします。 

10月21日のサタデーオープンスクール⑫ですけれども、参加者は16

人でした。 

そのほか、実施したものとしましては、9月30日英語検定です、市内

の中学校３年生を対象に行いました。 

10月７日、サタデーオープンスクールはコマ作りを行いました。10月

14日のサタデーオープンスクールでは、チェーンソーで木を切ってコ

ースターなどを作りました。10月21日のサタデーオープンスクールで

は、料理教室でキッシュを作りました。 

予定といたしましては、11月４日、サタデーオープンスクールではフ

ォトスタンドを作ります。18日のサタデーオープンスクールではミカ

ン狩りを行う予定です。11月25日のサタデーオープンスクールでは、冬

の古民家体験をいたします。 

以上です。 

教育長 ありがとうございました。学校教育課の補足説明が終わりました。そ

のほかの課でありましたらお願いいたします。 

学校給食課長、どうぞ。 

 

学校給食課長 

【学校給食課報告】 

それでは、15ページを御覧ください。 

学校給食課の実施した事業につきまして、10月２日から11月30日ま

で、これは今も継続して行ってるんですが、就学時健診時における食物

アレルギーへの対応説明ということで、新たに来年度１年生に入学さ

れるお子さんを持つ保護者の方を対象に、お子さんが食物アレルギー

をお持ちでないかどうかの把握をしたいということで、その説明とあ

と手続についての説明を行っております。 

それから10月の５日、11日、12日、こちらは文化振興課との連携事業

ということで、韓国の東豆川市、こちらと都市交流があるということで
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韓国の料理、献立としましては、御飯、牛乳、プルコギ、ナムル、春雨

スープ、こういった内容の献立で給食を３日間にかけて、全ての小中学

校に提供しております。 

それから予定ですが、10月30日、来週の月曜日になりますけれども、

以前からちょっとお話をさせていただいていたのですが中部の給食セ

ンター、こちらの調理業務と、あと市内の全小中学校の配膳それから配

送委託、こちらの業者選定を行うこととなっております。来月の教育委

員会では業者が決定しておりますので、そちらの報告をさせていただ

きたいと思っております。 

それから11月の28日から29日、こちらにつきましては、６月に南部給

食センターで試食会を行ったんですけど、今度は中部給食センターで、

名称を変えたんですけれども、学校給食を知る会ということで、試食付

きということで、施設の中を御覧いただきながら、最終的には給食も試

食していただくということで開催を予定しております。募集は11月１

日からとなっております。 

以上、学校給食からの補足説明でございました。 

教育長 ありがとうございました。学校給食課からの補足説明が終わりまし

た。ほかにございますでしょうか。 

社会教育課長、どうぞ。 

 

社会教育課長 

【社会教育課報告】 

社会教育課の事務事業について、補足をさせていただきます。 

まず、実施済事業の参加人数の追記をお願いいたします。16ページか

らお願いします。 

９月27日、はつくら寺子屋、初倉南小学校の10月18日が13人です。下

の初倉小学校、10月25日が21人です。それから、その下のフレンズクラ

ブですが、10月25日のドッジボール、これは初倉小学校クラブと交流で

88人になります。 

それから、10月２日です。親学講座、これは新１年生と保護者が対象

でありますけれども、第五小学校、10月25日が50人になります。 

10月18日、初倉公民館社会教育講座は「トランポウォーク」、こちら

が10人になります。その下の初倉西部ふれあいセンター、午前の部が９

人、午後の部が11人でした。その下の川根地区センターの里山ウォーキ

ングが22人。 

19日、高齢者学級が12人、その下の六合公民館が31人。北部ふれあい

センターが10人です。 

10月20日、初倉公民館、６人。 

10月21日、北部ふれあいセンター、15人、同じく「おはなしカフェ子

供クッキング」が８人です。次の静岡県青少年補導センター連絡協議

会、こちらが17人です。 
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それから、めくっていただきまして、10月24日、高齢者学級（ほほえ

み学級）の「ゲーム・レクリエーション」、これが19人。 

25日、初倉公民館が10人。初倉西部ふれあいセンターが６人。実績は

以上になります。 

実施済事業について、補足説明させていただきます。 

今回の議会で、ひきこもりというお話がありましたので、それに関し

て説明させていただきます。事業としまして、18ページになります。 

10月６日のところです。不登校・ひきこもり家族教室「みなと島田カ

フェ」こちらを開催いたしました。これは今年度第３回目となります

が、今回は参加者である御家族と同じ経験があり、既に当事者の方が社

会復帰まで至っている親御さん、同じ立場の先輩ということでメンタ

ーと言いますが、お２人の方をお招きしまして、御自身の体験を語って

いただきました。 

参加された同じ境遇の親御さんからは、お話が聞けてよかったです

とか、改めて対応が長くかかることを覚悟ができたというような感想

をいただいているところでございます。 

それから実施予定のこれからの予定の事業について補足説明をさせ

ていただきます。お手元にチラシを２つお配りしました、御確認くださ

い。21ページになります。 

11月４日、不登校、発達障害、ニートやひきこもり等の悩みに個別に

応じる合同相談会になります。静岡県の教育委員会と共催という形で、

こういった問題に悩む御本人や保護者の方に対して、教育機関ですと

か支援団体などがブースを設置しまして、個別に相談に応じるもので、

チラシの裏面になりますけれども32団体が記載されております。こち

らの団体に御参加いただくことになっております。 

昨年度から始めたものですけれども、昨年度は午前の部、午後の部を

通して、69組103人の来場。それから199件の相談があったという報告を

受けております。御家族とともに御本人が来て相談しているというこ

ともありましたので、今回もどこに相談していいか分からない、悩んで

いる方にとって、この相談会がよい機会になればということで考えて

おります。 

もう１つめくっていただいて、今度は23ページになりますけれども、

11月17日、子ども・若者支援地域協議会講演会、「若年層のひきこもり

の理解と支援」を開催いたします。こちらですが、講師を静岡県精神保

健福祉センター主査、猪俣準圧心理士にお願いしまして、御家族や支援

者の関わり方について総合的な学びの場となるようなお話をしていた

だける予定です。 

定員が30人とはなっておりますけれども、会場が広いため十分に余

裕がございますので、お時間がございましたら、ぜひご来場賜りたく御
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案内させていただくものです。 

以上社会教育課から、御報告申し上げました。 

教育長 ありがとうございました。社会教育課の補足説明が終わりました。そ

のほかにありますでしょうか。 

スポーツ振興課長、どうぞ。 

 

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 

【スポーツ振興課報告】 

25ページを御覧ください。まず実施の参加人数の追記をお願いいた

します。 

10月17日のスポーツ推進委員定例会は、31人。 

18日のトランポウォーク教室は、14人。 

19日のワンバウンドふらば～る教室は、25人。 

21日の日体大陸上部学生による長距離指導は、32人。 

25日のトランポウォーク教室は、12人でした。 

補足をさせていただきます。 

10月８日に「しまだパラスポーツパーク」を実施いたしました。ボッ

チャやブラインドサッカーなど、協定を結びましたエスパルスの方々

にも御協力いただきまして、参加者の皆さんには、障害者スポーツを体

験していただくことができたかと思います、また理解していただくこ

とができたかと思います。 

10月21日に行われた、日体大陸上部学生による長距離指導について

も、日体大との体育スポーツ振興に関する協定に基づくものでありま

して、当日は日体大生２名に来ていただきまして、一流アスリートの動

きや考え方などを直に学んでいただけたのではないかなと思います。 

10月12日に行われました、第２回指定管理者候補者選定委員会では、

田代の郷多目的スポーツ・レクリエーション広場の指定管理者を選定

いたしまして、そのことについては、この後の報告事項で改めて御説明

させていただきます。 

次に、26ページの予定になりますが、11月20日に市町村対抗駅伝の結

団式を予定しております。12月２日に大会が行われますが、それに向け

ての結団式ということになります。 

以上です。 

教育長 ありがとうございました。スポーツ振興課からの補足説明が終わり

ました。そのほかはございますでしょうか。 

図書館課長、どうぞ。 

 

図書館課長 

【図書館課報告】 

まず、追記を３カ所お願いしたいと思います。 

28ページになります。28ページの10月20日、「ＮＰＯもみの木学級お

はなし会」、参加者８人。その下の第五小学校施設見学、参加者８人。 

10月24日、おはなし宅配便が、参加者19人でお願いいます。 
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それでは、実施事業につきまして補足説明をいたします。27ページを

御覧ください。 

27ページの９月23日土曜日ですけれども、出張おはなし会について、

金谷地区生活交流拠点「かなうぇる」のオープニングイベントが、午前

10時から開催されまして、青空の下、図書館課では大型絵本ですとか紙

芝居の読み聞かせを行いました。10組くらいの親子に参加していただ

きました。 

続きまして、その下の９月25日月曜日、ママフィットネス講座、こち

らの講座については、休館日の図書館で実施をいたしました。定員15人

のところ９人の参加でしたけれども、今回図書館カードを初めて作成

された方は、お１人いらっしゃいました。 

当日は島田図書館２階の書架のフロアでフィットネスを行いまし

て、その後、図書館職員が館内を御案内しまして、希望者には本の貸し

出しを行いました。 

ふだん図書館を利用されない方のきっかけづくりとして開催しまし

たが、昨年度もこの講座に参加されたり、リピーターの方もいらっしゃ

いましたので、この結果を検証しまして今後の取組を検討してまいり

たいと考えます。 

続きまして、28ページを御覧ください。10月20日金曜日になりますけ

れども、島田市図書館協議会委員の視察研修を実施いたしました。市内

の島田、金谷、川根の３館と、島田地区内の５つの地域館を視察しまし

て、それぞれの特色や利用状況、施設職員ですとか図書館職員から説明

しました。 

また、７月に金谷でオープンしました石畳茶屋に寄りまして、施設内

にあるみんなの図書館を見学しまして、本の貸出しですとか本棚のオ

ーナー制度について、スタッフの方から説明を伺いました。 

続きまして、予定事業について補足説明いたします。30ページを御覧

ください。 

11月に２つの講座を開催します。こちらについて御説明いたします。

まず11月３日になります。島田図書館で歴史講座を開催します。それか

ら11月12日には、金谷図書館で落語講座を開催する予定です。 

11月３日の講座につきましては、今日チラシを配布させていただい

ております。今回は大井川と島田がテーマとなっておりまして、定員が

30名のところ、まだ30名を満たしておりませんので、もし御都合がよろ

しければ申し込みいただければと思います。 

続きまして、11月９日からになりますけれども、３館で順番に特別図

書整理ということで、まず川根図書館が11月の９日から12日まで４日

間。続きまして、11月の16日から21日まで、島田図書館。島田図書館で

は、前の日の11月15日が図書整理日の休館日になりますので、それを含
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めて６日間のお休みとなります。それから、31ページになりますけれど

も、金谷図書館では、11月24日から29日、５日間を休館しまして、蔵書

点検や書架整理を行う予定となっております。 

それから、31ページの一番上になりますけれども、11月18日について

は、川根図書館で本や雑誌の無料配布を実施する予定です。土曜日に行

いますけれども、前の日に、地区の学校ですとか保育園向けに、まず配

本しまして、その後土曜日には一般の方への無料配布となっておりま

す。 

補足説明は以上です。 

教育長 ありがとうございました。各課の事業事務概要について説明が終わ

りました。委員の皆様から、何か御質問がありましたらお願いいたしま

す。 

Ｃ委員 ２点お願いします。まず１点目ですが、社会教育課の合同相談会の案

内をいただきましたけれども、これはどのような広報の形態を採って

皆さんにお知らせするのでしょうか。 

社会教育課長 こちらはチラシを各学校に配ることを予定しております。それから

島田市のホームページなどでも見られるような形にしようかなと考え

ています。 

Ｃ委員 40歳未満の方も対象に入りますよね。 

社会教育課長 先ほど部長からお話がありましたけども、社会教育課では大体15歳

以上から40歳未満までというところが相談対象という形で開催させて

いただきます。 

Ｃ委員 学生ではなくて、一般人の家庭でひきこもっている方は、どういうル

ートで、これを手に入れることができますか。 

社会教育課長 御本人に直接届くかどうかというところもありますけれども、御本

人が例えば外に出ていただいて、インターネットとか探しているとき

に、例えばこういったキーワードとか、島田市とかという形で調べてい

ただけたら、ヒットするのではということで考えております。 

教育長 よろしいですか。 

Ｃ委員 分かりました。もう１点お願いします。 

これはお礼を申し上げます、図書館課ですけれども、川根図書館で１

カ月使ってビンゴゲームを兼ねた取組をやってくれていました。ハロ

ウィンビンゴですか。 

図書館課長 はい。 

Ｃ委員 １カ月という長い期間を設定してくださったので、子供たちが本当

に喜んで何回も図書館に出かけている姿を見かけました。それから景

品もすばらしい景品を用意してくださって、どういうルートであんな

にすばらしい景品が手に入ったのだろうとちょっと驚きました。子供

たちがそれだけを楽しみに行くってわけではないですけれども、本に
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親しむ機会を増やしていただいて、本当にありがたいと思う。ありがと

うございました。 

図書館課長 ありがとうございます。ハロウィンビンゴですとか、ほかの時期にも

子供さんたちの読書を推進するために、いろんなイベントをやるんで

すけれども、そういったときの景品については、書店さんからいただく

雑誌の景品の残りですとか、あと、図書館職員が自宅から持ち寄ったり

だとかそういったもので、特に何かを買ってということはなるべくし

ないようにはしまして、書店さんからいただいたりしたものをお渡し

するようにしております。 

Ｃ委員 ありがとうございます。 

教育長 よろしいですか。そのほかの委員の方から、御意見、御質問等は。 

Ｂ委員 それと図書館課に質問をよろしいでしょうか。図書館の視察研修、市

内の図書館とか地域館に行っていただいて、本当にいいことをやって

いるなというに関心をしました。 

私も協議会の委員やらせていただいているときには、２回ほど行き

ました。神奈川県の海老名の図書館、あそこはカフェとか、民間の経営

になっていて、本も売っているというようなちょっと変わった図書館

だったりしたのですね。それとあと、蔵書の問題が出ていたので、浜松

の中央図書館がものすごく大きい閉架式の部屋も見せていただいて、

確か何十万冊かがあそこにあるっていう話で、びっくりしたことがあ

ります。 

お聞きしたいのは最近の図書館協議会で、取りあえずこういうこと

を解決していこうねというような何か話題みたいなのがあるものでし

ょうか。当時、私どもは民営化するとか、増え過ぎた本をどうしようか

みたいなことがあったのですけども、最近のそこら辺の事情について

教えていただければありがたいです。 

図書館課長 今年度、新たに委員さんが変わりましたので、第１回を５月に行いま

したけれども、そのときに出た話題としましては、読み聞かせのボラン

ティアさんが、グループを作っておりますが、なかなか増えていかな

い、どうしたらいいのだろうという悩みの御相談がありまして、協議会

の委員の中でも読み聞かせをやってらっしゃるグループの方がいらっ

しゃいますので、そういった方からアドバイスをいただいたりしまし

た。過去を見ますと民営化とかそういった話題になったこともありま

すが、今年度については今回視察研修に行きまして、視察研修の感想を

いただいた上で第３回ですね、12月に開催する予定ですので、また新た

な話題として出てくるかと思います。 

以上です。 

Ｂ委員 ありがとうございました。 

教育長 そのほか委員の皆さんありますでしょうか。よろしいですか。 
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Ｂ委員 学校教育課にお尋ねします。もう済んだ学校があるのですけれども、

修学旅行が、これからの季節ずっと出てくるのですけれども。修学旅行

自体については、社会的な意義があって、先生方も父兄も私たちも、み

んなこれからもやってほしいよねという、そういうもの事なのですけ

れども。 

ただ先生の一緒に添乗していく先生方の負担もちょっとあるのでは

ないか、あるいは朝早くいつもと違って集団行動をして集まる生徒も

かなり負担があるのではないか、体調を崩す子もいるから、養護教諭も

一緒に行かなきゃいけない。そうすると、養護教諭が不在の学校はどう

しようかみたいないろんな問題も、今あると思います。そういうこと

を、こういうとてもいいことはこれからもずっと続けてやっていただ

きたいですが、そういう負担になるようなところを、少しでも軽減する

ようなことをちょっと考えていただければありがたいなと思いますけ

れども。今、そう考えになっているような、もし先生にあんまり負担が

かってないよとかという現状なら全然問題ありませんが、何かこうい

うふうにしていきたいなみたいな点があったら教えていただければあ

りがたいと思います。 

主席指導主事 子供の安全を第一に考えたときに、やはり教員がいろいろな気を配

ったり、養護教諭が付いて行くということは、必要なことです。毎年の

ことですので、養護教諭が抜けた部分を学校職員がカバーをして、残っ

た子供たちの安全を確保したり、修学旅行中の教員の負担がかからな

いように、コースの設定など、業者にお願いをするところはお願いをし

たりして、持続可能な行事になるように努力をしているところです。 

Ｂ委員 ありがとうございました。今までの中でね、なかなかこういうことっ

て先生方からも、心の中ではちょっと負担に感じているんだけども、あ

んまり表立って言えないなみたいな、もしかしたらそんなところがあ

るのかもしれないので、そこら辺なんかも配慮して、今おっしゃってい

ただいたように、とても社会的な意味のある、子供たちにとっても社会

のルールを学ぶチャンスだし、いろいろ見聞を広めるいい機会でもあ

るのでね、これから持続可能にずっとやっていきたいというふうに思

っていますので、改善すべきところはこれからもよろしくお願いしま

す。 

以上です。 

主席指導主事 現場からの声を聞いて、教育委員会としてもアドバイスできるとこ

ろはアドバイスしていきたいと思います。ありがとうございます。 

教育長 よろしいでしょうか。 

Ｂ委員 スポーツ振興課に、ちょっと簡単なことなのでお尋ねしたいです。 

先ほど説明がありました、10月21日に日体大陸 上部の学生が２人来

たということだったんですけれども、私は長距離指導と書いてあるの
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で、私は高校生が出たのかなと思いましたが、小中学生ですか。 

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 主に市町村駅伝に関わっている子供たちに募集をかけまして。ただ、

高校生も出ていただいております。 

Ｂ委員 ああ、そうですか。 

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 市町駅伝に候補で選ばれている高校生にも出ていただいておりま

す。 

Ｂ委員 分かりました、ありがとうございます。 

教育長 よろしいですか。そのほか委員の方から、ありますでしょうか。 

社会教育課長、どうぞ。 

社会教育課長 先ほどＢ委員がおっしゃった相談会のことを、本当にそのとおりだ

と思います。当事者が割と自分自身の問題として気が付いてないとい

う、8050の問題とかは特にそうだと思います。 

その情報が本人に引っかかればいいかなというお話をしたのです

が、なかなか当の本人は、自分から何とかしようという意識がないとい

うところもありますので、周りからうまくフォローができればいいか

なと思いますし、いろんな形でまたこの問題を考えていかなきゃとい

うふうに考えております。 

以上です。ありがとうございます。 

教育長 よろしいでしょうか。そのほかはよろしいですか。 

Ｄ委員 スポーツ振興課の実施の関係について、非常に沢山の教室やイベン

トを開催していただいてありがとうございます。 

この開催時間っていうのは、市のスポーツ振興課の担当者が、ずっと

最初から終わりまで付いていらっしゃるものなのでしょうか。 

スポーツ振興課長 例えば、ニュースポーツ教室、例えば９月21日のボッチャ教室とかで

すと、社会人の方にほぼほぼ出ていただくものですから、午後７時半か

らの教室となっております。最初はスポーツ振興課の職員も出るので

すけども、流れ的にはスポーツ推進委員の皆さんにお願いしておりま

す。 

以上です。 

教育長 よろしいですか。 

Ｄ委員 ということは、行事によってはずっと付いてらっしゃるとか、行事に

よっては最初だけ、後は推進委員の方などに任せてらっしゃるという

ことでいいでしょうか。 

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 

 

例えば9月24日のペタンク大会とかですと、職員が全て一日中、もち

ろんスポーツ推進委員にも御協力いただいておりますが、ほかのボッ

チャ教室とか、トランプウォーク教室とかですと、大体全５回の教室で

すと、１回目はスポーツ振興課の職員も出ますけども、以降はスポーツ

推進委員の方に、運営をお願いしているという形になっております。 

教育長 ありがとうございました。そのほかはよろしいですか。 
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Ｂ委員 学校教育課に、これはお願いです。 

10月24日、25日に各中学校の文化祭が行われました。ちょっと前に、

二中の訪問をしたときに、小中一貫教育の一環として、例えば二中だと

すぐ近くに四小があります。一中は第一小学校。六合、金谷も結構近く

に小学校があるので、将来を見据えて５、６年生の子供たち、中学校っ

てこんなこところなんだみたいなそういうことを経験するためにも、

呼んだらどうでしょうかねって話をしていただいたら。いや、もう忙し

くてそれどころじゃありませんと断られました。実際そうだと思うん

ですけれどね。 

ただ、今は無理としても、将来的にやっぱりそういうことも考えてい

ただいて、試作をちょっとずつやっていただくとありがたいなという

ふうに思いましたので、これは私の要望ですから、どうぞよろしくお願

いします。 

主席指導主事 島田市は小中一貫教育を進めておりますので、そういったところも

将来的には考えていって、呼び掛けていきたいと思います。ありがとう

ございます。 

教育長 よろしいでしょうか。 

Ｂ委員 はい。 

教育長 それでは、ほかにございますか。ないようですので、次に移ります。 

  

 連携報告 

  

教育長 文化振興課並びに博物館課の連携事務事業について、報告をいただ

きたいと思います。補足説明がある課についてお願いいたします。 

文化振興課長、どうぞ。 

 

文化振興課長 

【文化振興課報告】 

それでは文化振興課より補足説明させていただきます。資料の34ペ

ージを御覧ください。 

実施事業について、追記をお願いします。 

10月12日、プラザおおるりで行われた、幼児合同演劇鑑賞会ですが、

こちら参加者836人でございます。 

続きまして10月22日の日曜日に、プラザおおるりにて実施された、シ

ンフォニアゼロ歳からのふくみみコンサートですが、こちらは参加者

409人でした。 

続きまして、実施事業について補足説明させていただきます。 

毎年市主催で市民文化祭を開催しておりますが、今年度から会場を

おおるりだけでなく、出張文化祭として別会場にて展示する取組を始

めました。出展者の固定化や高齢化対策といたしまして、おおるりまで

交通手段のない中学生等にも作品を見ていただく機会を作り、文化祭
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に興味を持っていただくことを目的としております。今年はミンクル

とクララで実施しております。 

次に、予定事業について補足説明させていただきます。11月４日、５

日に島田市役所新庁舎完成及びプラザおおるり40周年記念事業とし

て、埼玉県にある朝霞駐屯地に所属している自衛隊の東部方面音楽隊

の吹奏楽クリニック及びコンサートを実施します。 

４日は吹奏楽クリニックと題しまして、市内中高生を対象に、自衛隊

の隊員がパートごとに指導してくれます。 

５日には、入場料無料でコンサートを実施の予定でございます。た

だ、自衛隊のコンサートは大変人気がございまして、今回、一般応募で

1,700人の応募がございました。レベルの高い演奏を市民の皆様に楽し

んでいただきたいと考えてございます。 

事務事業ではありませんが、指定管理者の候補者の選定について御

報告させていただきます。 

プラザおおるりの指定管理者の候補者選定委員会を開催しまして、

現在プラザおおるりを指定管理しているまちづくり島田と、現在島田

学習センターを指定管理している静岡ビル保善、この２つの共同運営

体、ブラウザおおるりマネジメントグループが指定管理者の候補者に

選定されました。 

これにつきましては、11月議会の定例会で諮っていきたいと考えて

おります。 

文化振興課からの報告は、以上でございます。 

教育長 ありがとうございました。ほかにありましたら。 

博物館課長、どうぞ。 

 

博物館課長 

【博物館課報告】 

博物館課より補足説明をさせていただきます。36ページを御覧くだ

さい。 

予定のところの11月３日のところを御覧ください。ふじのくに文化

財オータムフェア協賛ですけれども、この後ろに無料開放日と追記を

お願いします。 

それでは補足の説明をさせていただきます。 

実施事業の真ん中にあります。10月７日から、第92回企画展「日本グ

ラフィックデザインの曙光 原弘」展を開催します。この企画展ですけ

れども、島田市にあります特種東海製紙、こちらと原弘氏の関わりに着

目して、鍵とデザインをテーマとした企画展を開催することにして、今

開催中であります。 

また予定にあります。11月18日、こちらの博物館講座ですけれども、

武蔵野美術大学の名誉教授２名の方を招いて、「原弘のデザイン思考」

の講座を開催する予定となっております。 
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博物館課からは、以上となります。 

教育長 ありがとうございました。それでは、委員の皆様から何か御質問等あ

りましたらお願いいたします。 

Ｂ委員 博物館課にお尋ねしたいと思います。 

10月29日のお城マラソンブース出展というのを、具体的に教えてい

ただきたいと思います。 

博物館課長 10月29日のお城マラソンブース出展とあるのですけれども、ブース

出展とあるんですけれども、諏訪原城の紹介を、マラソンに来た、付き

添いで来た方とか、それに出席された方に紹介する内容となっており

ます。 

お城マラソンということで、マラソンに合わせて限定御城印を発行

するような全国的なそういった登録して、島田大井川マラソンｉｎリ

バティでは、諏訪原城の限定御城印を。ほかの地区のマラソンではその

開催される都市にあるお城の御城印をということで、それが全国で何

カ所かございまして、それをいろんなマラソンに参加しながら、その都

市の歴史を学び、御城印を取得するというようなそういうような企画

がありまして、それに合わせて、島田市の博物館課でも参加して、諏訪

原城の認知度を向上させようというようなそういうような内容になっ

ております。 

以上です。 

Ｂ委員 ありがとうございました。 

教育長 そのほかにありますでしょうか。よろしいですか。それではないよう

ですので、次に移ります。 

  

 付議事項 

  

教育長 議案の審査を行います。付議事項は１件ごとに審査いたします。 

議案第40号、押印を求める手続きの見直しに伴う関係規則の整理に

関する規則の制定について、説明をお願いいたします。 

スポーツ振興課長、どうぞ。 

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 押印を求める手続きの見直しに伴う関係規則の整理に関する規則の

制定について御説明いたします、40ページ。新旧条文対照表は41ページ

から44ページまでを御覧ください。 

これは令和３年３月の教育委員会定例会において承認いただいた案

件ですが、当時全庁的な押印廃止の動きの中で、島田市教育委員会が規

則で定める様式の特例を定める規則を制定しまして、記載の申請書に

ついて、押印を要しないものとして取り扱ってきました。これに伴いま

して、現場では申請書に押印は求めないようとしてきました。 

しかしながら、例規集の中では押印欄が残っていたため、今回様式の
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押印欄を実際に削除しようとする改正を行うものであります。 

説明は以上です。よろしくお願いします。 

教育長 ありがとうございました。議案第40号、押印を求める手続きの見直し

に伴う関係規則の整理に関する規則の制定について、何か御質問はあ

りますでしょうか。よろしいですか。 

それでは、ただいま提案がありました、議案第40号について、原案の

とおり可決することについて異議はございませんでしょうか。 

各委員 異議なし。 

教育長 それでは、異議なしと認めます。議案第40号は原案のとおり承認され

ました。 

次に、議案第41号、島田第三小学校区関係自治会から提出された陳情

書の回答について、説明をお願いいたします。 

学校教育課主席指導主事、どうぞ。 

主席指導主事 島田第三小学校区関係自治会から提出された陳情書の回答につい

て、説明いたします。 

45ページに概要、46ページに回答の文章。47ページ以降に陳情書が載

せてあります。 

令和５年１月６日付で島田第三小学校区、関係自治体から出された

横井町・栄町、中学校の指定学区の変更を求める陳情書の回答につい

て、審議をお願いします。 

学区の変更を求める陳情に対して、令和５年７月に発足させた島田

氏旧市内小中一貫教育推進検討委員会で、地域、保護者、学校による多

方面からの意見を基に課題を明らかに検討していくという、趣旨の回

答をしたいと考えています。 

説明は以上です。 

教育長 ありがとうございました。ただいまの説明について何か御質問等あ

りますでしょうか。よろしいですか。 

それでは、議案第41号について、原案のとおり決することに異議はご

ざいませんか。 

各委員 異議なし。 

教育長 それでは、異議なしと認めます。議案第41号は原案のとおり承認され

ました。 

  

 協議事項 

  

教育長 続きまして、協議事項に移らせていただきます。提案のある方はお願

いいたします。 

社会教育課長、どうぞ。 

社会教育課長 52ページを御覧ください。 
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協議事項、島田市青少年問題協議会条例を廃止する条例について御

説明申し上げます。 

こちらは令和５年４月１日のこども基本法の施行に伴い、島田市青

少年問題協議会の役割である、青少年に関する施策の審議につきまし

ては、子供から若者まで、一貫して求められているため、島田市子ども・

子育て会議に引き継がれること。また、関係機関との連絡調整について

は、子ども・若者育成支援推進法の規定により、島田市子ども・若者支

援地域協議会を設置し実施しておりますこと。それらの活動において、

本協議会の役割などを担うことができるため、条例を廃止し、この日か

ら施行しようとするものでございます。 

なお、53ページに、それぞれの審議会機関等につきましての概要を取

りまとめましたので、参考として御覧ください。 

以上、社会教育事業に係る協議事項について報告いたしました。 

教育長 それでは、ただいま付されました協議内容につきまして、委員の皆様

から御意見をいただきたいと思います。御意見等ある方はいらっしゃ

いますでしょうか。よろしいでしょうか。 

各委員 意見等なし。 

教育長 ほかに協議事項がありますでしょうか。ないようですので次に移り

ます。 

  

 協議事項の集約 

  

教育長 次回教育委員会定例会における協議事項の集約について、事務局か

らの提案をお願いいたします。 

教育総務課長、どうぞ。 

教育総務課長 次回11月の定例会につきましては、教育委員会に関する事務の点検

評価の第一次評価について御協議をお願いすることを計画しておりま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

教育長 教育委員から何か提案はございませんでしょうか。 

それでは次回、島田の教育方針について、私から提案をさせていただ

きますのでよろしくお願いいたします。 

そのほかはございますか。ないようですので、次に移ります。 

  

 報告事項 

  

教育長 それでは報告事項に移ります。 

報告事項につきましては、全ての報告が終わった後、御質問等の時間

を取ります。 

１番、令和５年９月分の寄附事業についてお願いいたします。 
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教育総務課長どうぞ。 

教育総務課長 それでは、58ページを御覧ください。 

島田第五小学校に一般社団法人谷田川報徳社様から、児童用の図書

が寄贈されましたので、御報告申し上げます。 

以上です。 

教育長 続きまして、令和５年９月分の生徒指導についてお願いいたします。 

学校教育主席指導主事、お願いします。 

主席指導主事 令和５年９月分の生徒指導について、別紙のとおり通り報告いたし

ます。別紙を御覧ください。 

問題行動について説明します。 

問題行動は60件、昨年度よりも８件増加いたしました。ネットトラブ

ルは３件発生しており、友達についての書き込み等がありました。 

問題行動の対応の動きについては、時間がなくても時間を空けない

でその日のうちに対応ということをしていきたいと考えております。 

不登校について説明をいたします。 

昨年度９月は142人でしたが19人増加いたしました。小学校で９人、

中学校で10人、増加しております。 

他機関とのつながりがない児童生徒が21人おりますので、つなぐよ

うな呼びかけをしていきたいと思いております。本人に係る理由が多

かったです。 

次に、３のいじめについて説明いたします。 

43件で１件減少。ほぼ昨年と同じ数でした。学校は早期対応、早期発

見ということに努めております。小さなうちに解決をしていく。また、

発見ができないということがないように、アンケートだとかふだんの

何気ない会話や行動に、目を向けていくようにしていきたいと考えて

います。 

次に、島田市教育センター活動実績です。 

チャレンジ教室通学報告者数は35人でした。ほぼ例年どおりとなっ

ております。 

交通事故について説明いたします。 

９月は４件の交通事故がありました。小学校では自転車走行中の交

差点Ｔ字路に一旦停止をせずに進入した車と衝突し、転倒したという

事故がありますので、この辺を中心に学校に注意喚起をしていきたい

と思います。中学校に関しては、家族の車に同乗して事故に遭ってしま

ったというのが１件です。 

６番の不審者情報です。 

不審者情報については３件ありました。道路上で近寄ってきた人に、

何か声をかけられたり、息を吹きかけられたということがありますの

で、何か怪しい人が来たら、距離を置くということが必要かと思いま
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す。 

以上で報告を終わります。 

教育長 ありがとうございました。３番目、指定管理者の指定について、お願

いいたします。 

スポーツ振興課長、どうぞ。 

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 それでは、指定管理者の指定について説明させていただきます。60ペ

ージを御覧ください。 

田代の郷温泉と一体で指定管理を予定しております。田代の郷多目

的スポーツ・レクリエーション広場の指定管理者の指定につきまして、

報告をさせていただきます。 

10月12日に開催されました第２回指定管理者候補者選定委員会にお

きまして、指定管理者の候補者が決定したことにつきまして、市議会11

月定例会へ提出する予定ですので、御報告をさせていただくものであ

ります。 

同施設の一体的な指定管理者として、田代の郷共同運営コンソーシ

アムを指定することを予定しております。この田代の郷共同運営コン

ソーシアムは、西東石油株式会社と大井川鐵道株式会社の２社から成

るグループです。現在西東石油株式会社は、野外活動センター山の家、

掛川市22世紀の丘公園など。また大井川鐵道株式会社は、川根温泉ホテ

ルの指定管理者に指定されており、地元企業として実績があるところ

であります。 

なお指定管理者に指定する期間は、令和６年４月１日から令和11年

３月31日までの５年間となっております。 

以上であります。 

教育長 ありがとうございました。 

教育総務課参事どうぞ。 

教 育 総 務 課 参 事 私からは、島田第一小学校校舎等改築工事の進捗状況について、御報

告させていただきます。手元の資料を御覧ください。 

上段の写真は、先週金曜日に北校舎から撮影したものです。写真の左

側の中段ですが、島田第一小学校の屋内運動場が新校舎に連なって映

っております。新校舎の屋上には空調機器の室外機等が設置されまし

て、設備工事も完成に近づいてきました。工事の進捗率は10月末予定で

94％計画どおりに進んでおります。 

現在の工事内容としては、外装工事が完成しまして、内装工事、外部

工事を行っているところです。校舎１階は床のフローリング工事、２階

は内装工事がほぼ完成しクリーニングを行っております。３階床のフ

ローリング工事などを行っています。屋内運動場は、バスケットゴール

等の体育器具の設置を行っているところでございます。 

11月は消防の検査や完成検査などを受けて、12月中旬には建物の引
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き渡しを受ける予定でいます。11月は学校敷地の東側道路の舗装工事

を行いまして、全面通行止めとなるため児童や近隣住民には、引き続き

安全に配慮して工事を進めていきます。 

説明は以上です。 

教育長 ありがとうございました。報告事項が４つ終わりました。委員の皆様

から御質問、御意見等ありましたらお願いいたします。 

Ｃ委員 学校教育課にお願いします。教えてください。 

民間の適応指導教室やフリースクールより先に、チャレンジ教室を

利用してほしいという、ここに書いてあるのですけれども。フリースク

ールに通ってる子は、おおむね何人ぐらいいるか分かりますでしょう

か。また、どんなフリースクールがあるのか分かれば教えてください。 

主席指導主事 人数は確認できませんので、また後で報告をしてもよろしいでしょ

うか。フリースクールについては、それぞれ静岡にあるフリースクール

だとか、浜松にあるフリースクールとか、学校によって様々なフリース

クールに通っていると聞いております。 

Ｃ委員 ありがとうございます。 

教育長 そのほかにありますでしょうか。 

Ｂ委員 学校教育課に質問したいと思います。 

問題行動の枠の中にですね、ネットトラブルが３件発生したという

ふうに記載があるんですけれども。これはいわゆるネットパトロール

で見つかったのでしょうか。 

先日、学校訪問したとき、やっぱりＬＩＮＥかどうか確認しなかった

んですけども、やっぱりスマホで何かやってたみたいですという、そう

いうトラブルを聞いたことがあると。大体今の現状はどうなんでしょ

うか。 

主席指導主事 主には本人からだとか、友達からのとか、それを見つけた子供からの

訴えを聞いた保護者からの訴えというものが多いかなという感じてお

ります。 

Ｂ委員 配布しているタブレットでＬＩＮＥはできないのですね。何かほか

のアプリを入れたのでしょうか。今のタブレットができないようなこ

とを聞いたんですけども。その辺もよく分かってないのですけれども。 

主席指導主事 児童生徒が使っているタブレットでは、ＬＩＮＥだとか友達同士で

つながることはできませんが、共同で使う書き込み掲示板のようなも

のには、児童生徒がそれぞれ自分の考えを書き込む機能が付いており

ます。 

Ｂ委員 私も授業を拝見させてもらったときなどに、クラスルームってあり

ましたね、自分のところと全員が見られるところがあるみたい。あそこ

に書き込みがあったということですか。 

主席指導主事 ここに載せられているトラブルは、学校外での個人のスマホだとか
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タブレットです。 

Ｂ委員 大体分かりました。ありがとうございます。 

教育長 そのほかに、ありますでしょう。 

Ａ委員 学校教育課の生徒指導のところでお願いします。 

最初のページの問題行動のところに、小中ともに不健全非行、窃盗、

性非行が報告されたとあります。もし、何か重大な問題行動とかだった

ら、どんなことがあったのかとか、それを今のネットトラブルも個人の

でということだったんですけども、どのようにこういうトラブルのと

きは、対応したのかが分かれば教えてください。 

教育長 それでは答えられる範囲で、返答をお願いいたします。 

学校教育課主席指導主事、どうぞ。 

主席指導主事 学校としましては、まず事実を確認して、その事実と、嫌な思いをし

た、被害者、また加害者との整合性を確認した上で、保護者を含めて今

後このようなことがないような指導をしております。 

教育長 よろしいですか。 

Ａ委員 はい、ありがとうございます。 

教育長 そのほかありますでしょうか。ないようですので、次に移ります。 

その他、会議日程です。事務局から提案をお願いいたします。 

教育総務課長、どうぞ。 

教育総務課長 次回、第11回につきましては、11月30日木曜日、午後２時から４時ま

で、会場は市役所本庁舎の第２委員会室４階になります。 

続いて、次々回ですが、第12回は12月28日木曜日、午後２時から午後

４時まで、市役所本庁舎第２委員会室４階です。こちらを予定していま

すが、御予定はいかがでしょうか。 

教育長 委員の皆様、12月28日木曜日、午後２時から４時までについてはいか

がですか 

各委員 はい。 

教育長 それでお願いします。 

教育総務課長 ありがとうございます。 

教育長 そのほか、皆さんからありますでしょうか。 

ないようですので、次回の定例会は11月30日木曜日です。また次々回

の定例会につきましては、12月28日木曜日で２時から４時となってお

ります。 

会場はどちらも市役所新庁舎、４階の第２委員会室となっています。

よろしくお願いいたします。 

では以上で、本日の定例会を閉会いたします。ありがとうございまし

た。 

  

 閉  会    午後４時02分 
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